ユニット　４　条件を述べたり、強調したりする表現

１．N+こそすれ　Na＋でこそあれ、　R−こそすれ
「Xこそあれ／Xこそすれ、Yではない」の形で事実はXであって、決してYではないと強く主張するのに用いる。
· あなたのその言い方は、皮肉でこそあれ、けっしてユーモアとは言えない。
· あなたを恨んでいるですて？感謝（し）こそすれ、私があなたを恨む理由があるわけがないでしょう。
· 政府のその決定は、両国間の新たな緊張の火種 (ひだね)になりそうすれ、およそ賢明な選択とは言えがたいものである。

· 
２．V−てこそ、　「V−てこそ」のあとにプラス評価の表現が続いて．．．．只有．．．才能．．．
· この木は雨が少ない地方に植えてこそ価値がある。
· 一人でやってこそ身につくのだから、むずかしくても頑張ってやりなさい。
· 互いに助け合ってこそ本当の家族といえるのではないだろうか。

３．　N/Na ＋であればこそ、　A-ければこそ、　V−ばこそ、正因為．．．．才．．．
「ほかでもない理由で」と言う意味で、理由を強調するやや古めかしい言い方。
· 優れた教師であればこそ、学生からあればほど慕われるのです。
· 体が健康であればこそ、つらい仕事やれるのだ。
· 問題に対する関心がふかければこそ、こんなに長い研究を続けてこられたのだ。
· あなたを信頼していればこそ、お願いするのですよ。
· 家族を愛すればこそ、自分が犠牲になることなどは怖れない。

４．N+すら、N+すら．．．ない。主格に付く時は、「ですら」になることが多い。「さえ」とも同じだ。「でさえ」
· そんなことは子供ですら知っている。
· むかし世話になった人の名前すら忘れてしまった。
· 仕事が忙しくて日曜日すら休めない。

５．N＋だにしない。　　．．．さえしない。．．．まったく．．しない

· このような事故が起きるとは想像だにしなっかた。
· 一顧 (いっこ)だにしない。
· 一瞥 (いちべつ)だにしない。

5.1．〜だに　　even, but
· 夢だに見ず　I never even dreamed about it.
· いまだに。Even now.
· 先日の事故光景は、思い出すだに恐ろしい。

６．N＋たりともない

· 試験まであと一ヶ月しかない。一日たりともむだにはできない。
· 水がどんどんなくなっていく。これ以上は一滴たりともむだにはできない。

７．　Vる＋ことなしに。　　「XすることなしにYできない」。

· 努力することなしに成功はありえない。
· 誰しも他人を傷つけることなしには生きていけない。
· リスクを負うことなしに新しい道を切り開くことはできないだろう。

８．ただ．．のみ。限定

· その繪はただ古いだけであまり値打がない。
· 部下はただ命令に従うのみだ。

９．　ただ〜のみならず

１０．　N＋なくしては。　あるものがなかった

· 親の援助なくしては、とても一人で生活できない。
· 愛なくしては何の人生か。

１１．N＋なしに。

· 断わりなしに外泊したために、寮の規則で一週間ロビーの掃除をさせられた。
· 前田さんは忙しいひとだから、約束なしに人と会ったりしないでしょう。

１２．N+あってのN、「XあってのY」の形で、「XガあるからYも成り立つ」という意味をあえあわす。
· 私を見捨てないでください。あなたあっての私なんですから。
· お客さんあっての商売なんだから、まずお客さんのニーズに応えなければならないだろう。

１３．　〜とあれば

１４．　V−ないまでも、動詞の否定形を受けて、「そでまでの程度でなくても、せめてこのぐらいは」という意味を表す。
· 予習はしないまでも、せめて授業には出て来なさい。
· 毎日とは言わないまでも、週に２、３度は掃除をしようと思う。
· 絶対とは言えないまでも、成功する確率はかなり高いと思います。

１５．V−る＋まで（のこと）もない、「．．．する必要がない」
· この程度の風邪なら、医者に行くまでのこともない。うまいものを食べて、一日ぐっすり眠れば治る。
· 改めてご紹介するまでもありませんが、山本先生は世界的に有名な建築家でいらっしゃいます。
· 子供の頃、兄が大事にしていた万年筆 (まんねんひつ)を持ち出してなくしてしまったことがある。後でひどく怒られたことは言うまでもない。

１６．　N＋をおいて、　「．．．をべつにして／のぞいて」
· 都市計画について相談するなら、彼をおいて他にはいないだろう。
· もし万一母が倒れたら、何をおいてますぐに病院にかけつけなければならない。

１７．Nいかん、　「ある事柄実現するかどうかはその内容・状態による」
· これが成功するかどうかはみんなの努力いかんだ。
· 環境破壊を食い止めることは、私たち一人一人の心掛けいかんだ。

17.1．N+いかんを問わず
· 当社は国籍 (こくせき)いかんを問わず、グローバル人材 (じんざい)を求めている。

17.2．Nいかんで、「その内容・状態によって」と言う意味
· 参加するかどうかはその日の体調いかんで決めさせていただきます。
· 明日のイベントは、天候いかんで会場が変更になるから注意すること。

１８．　N+によらず、「それは関係なく」「それとは対応しないで」
· この会社では、性別や年齢によらず、能力のあるなしによって評価される。
· 彼は見かけによらず頑固 (がんこ)な男だ。
· 何事によらず、注意を怠ら (おこたら)ないことが肝心 (かんじん)だ。

１９．N+をもって、「．．．によって」
· このレポートをもって、結果報告とする。

２０．いえども
〘接続助詞〙【…であるけれども】though…, although… (!後の方が堅い語) ; 【でさえ】even.
▸ 彼は若いといえども思慮分別がある
Though [Although] (he is) young, he is prudent.｟書｠Young though [as, ╳although] he is, he is prudent.
▸ 子供といえどもそのくらいのことはできる
Even a child can do those things.
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